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猫
画
譜
』
成
立
事
情
に
関
す
る
小
考

一
「
魯
文
珍
報
」
掲
載
か
ら
単
行
本
へ
の
階
梯
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萄
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『
百
猫
画
譜
』
を
め
ぐ
る
素
朴
な
疑
問

　
仮
名
垣
魯
文
編
輯
に
な
る
画
文
集
に
『
百
座
画
譜
』
　
一
冊
が
あ
る
。
唐
茶
色
唐
草
模
様
地
学
捺
表
紙
、
左
肩
子
持
ち
枠
題
簸
に
「
百
猫

画
譜
　
仮
名
垣
魯
文
編
輯
　
立
斎
広
重
画
　
全
」
と
記
す
。
韓
紅
色
無
地
の
見
返
し
に
は
「
仮
名
垣
魯
文
編
輯
／
立
斎
広
重
画
／
霊
園
画

譜
／
和
同
門
珍
雨
戸
免
」
と
あ
る
。
本
文
組
二
五
字
×
十
二
行
。
柱
記
に
「
珍
本
　
第
八
号
　
一
（
～
十
三
）
」
「
珍
報
　
第
九
号
　
一

（
～
十
四
）
」
と
あ
り
、
そ
こ
か
ら
魯
文
の
編
輯
す
る
処
の
雑
誌
「
魯
文
珍
獣
」
第
八
号
九
号
を
綴
じ
合
わ
せ
た
も
の
と
確
認
で
き
る
。

「
百
猫
画
譜
前
編
」
「
百
猫
画
譜
後
編
」
と
そ
れ
ぞ
れ
の
号
に
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
書
名
の
由
来
は
「
魯
文
珍
種
」
の
特
集
題
に
基
づ
く
も

の
で
あ
る
。
た
だ
し
そ
の
読
み
は
冊
中
に
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
い
ま
「
か
な
よ
み
新
聞
」
明
治
十
一
年
二
月
十
五
日
「
仮
名
読
珍
聞
」

欄
「
○
魯
文
予
報
八
号
九
号
　
百
猫
画
譜
出
版
の
前
披
露
」
の
振
仮
名
に
従
い
、
「
ひ
ゃ
く
み
ょ
う
が
ふ
（
ひ
や
く
め
う
ぐ
わ
ふ
）
」
と
し

五
一
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五
二

て
お
く
。

　
そ
も
そ
も
単
行
本
と
し
て
の
『
百
猫
画
譜
』
は
、
い
つ
、
な
ぜ
刊
行
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
そ
う
考
え
る
に
は
相
応
の
理
由
が
あ
る
。
佐
々
木
亨
氏
の
調
査
に
よ
っ
て
、
雑
誌
「
魯
文
早
撃
」
は
再
版
、
再
々
版
さ
れ
て
お
り
、
表

紙
の
図
案
を
と
っ
て
も
四
パ
タ
ー
ン
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
「
魯
文
珍
報
」
に
つ
い
て
　
谷
川
恵
一
編
『
原

典
資
料
の
調
査
を
基
礎
と
し
た
仮
名
垣
魯
文
の
著
述
活
動
に
関
す
る
総
合
的
研
究
』
・
二
〇
〇
八
年
）
。
佐
々
木
氏
の
報
告
に
従
え
ば
、
明

治
十
一
年
の
夏
以
降
、
「
魯
文
珍
報
第
一
号
右
再
々
版
い
た
し
寵
栄
、
御
求
め
を
乞
ふ
　
和
同
報
珍
社
」
と
い
っ
た
広
告
が
「
か
な
よ

み
新
聞
」
紙
上
に
掲
載
さ
れ
る
と
い
う
（
八
月
二
九
日
付
ほ
か
）
。
こ
う
し
た
再
版
、
再
々
版
が
雑
誌
「
魯
文
珍
報
」
で
な
さ
れ
て
い
た

ジ
野
ボ
ド
レ
し
熱
ー
ド
ー
ゼ
L
・

∵
ド
蟻
、

　
　
撫
澱
飾

．
・
夢
譲
：

欝

図
版
　
上
・
表
紙
　
中
・
見
返
し
　
下
・
挿
絵
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（
1
）

・
な
ら
ば
、
敢
え
て
表
紙
・
後
ろ
表
紙
を
加
え
て
の
冊
子
化
な
ど
を
果
た
さ
ず
と
も
、
版
を
重
ね
て
い
け
ば
よ
さ
そ
う
で
は
な
い
か
。

　
そ
の
よ
う
な
素
朴
な
疑
問
を
解
き
ほ
ぐ
す
た
め
に
、
今
回
の
考
察
で
は
、
『
百
猫
画
譜
』
の
構
成
な
ど
を
紹
介
し
た
上
で
、
本
書
成
立

の
時
期
及
び
背
景
に
つ
い
て
、
「
魯
文
珍
報
」
掲
載
の
経
緯
を
含
め
、
具
体
的
な
資
料
を
呈
示
し
つ
つ
確
認
し
て
ゆ
く
こ
と
に
し
た
い
。

『
百
猫
画
譜
』
の
構
成
（
書
誌
略
題
）

山本和明

　
こ
こ
で
は
、
単
行
本
『
百
猫
画
譜
』
の
書
誌
的
な
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
、
項
目
ご
と
に
略
記
し
て
お
く
。
次
章
以
降
の
考
察
で
抜
け
落

ち
る
事
項
に
つ
い
て
も
、
簡
略
で
は
あ
る
が
注
記
に
ま
わ
さ
ず
示
し
て
お
く
こ
と
と
し
た
。

　
【
題
名
】
百
猫
画
譜
（
見
返
し
題
・
外
題
に
よ
る
）
。

　
【
作
者
画
工
等
】
仮
名
垣
魯
文
編
輯
、
立
斎
広
重
画
。

　
【
装
丁
ほ
か
】
画
文
集
。
康
煕
綴
、
袋
綴
、
中
本
一
冊
、
活
版
摺
、
五
号
活
字
使
用
。

　
【
刊
記
】
本
書
独
自
の
奥
付
罪
な
し
。
刊
記
と
し
て
位
置
づ
け
う
る
も
の
と
し
て
は
、
「
魯
文
珍
報
」
第
九
号
の
紙
面
が
そ
の
ま
ま
利
用

　
　
さ
れ
て
い
る
。
「
本
局
　
東
京
新
橋
出
雲
町
仮
名
読
新
聞
社
中
　
開
園
社
／
明
治
十
一
年
三
月
上
洗
発
行
／
社
主
　
仮
名
垣
魯
文
／

　
　
編
輯
人
　
同
熊
太
郎
／
印
刷
長
　
野
田
千
秋
」
。
但
し
、
後
妻
考
察
に
よ
り
、
そ
の
時
期
の
発
行
と
は
見
な
す
こ
と
は
出
来
な
い
。

　
　
ち
な
み
に
「
魯
文
珍
報
」
第
八
号
に
は
発
行
日
の
記
載
な
く
、
柳
北
仙
史
漢
文
末
尾
に
、
「
明
治
十
一
年
二
月
下
涜
」
（
二
丁
ウ
ラ
）

　
　
と
あ
る
。

　
【
序
践
】
単
行
本
独
自
の
序
文
等
な
し
。
但
し
、
冒
頭
に
「
魯
文
珍
報
」
第
八
号
掲
載
「
換
叙
」
笠
翁
文
集
・
輝
北
仙
史
の
文
を
そ
の

　
　
ま
ま
掲
げ
て
い
る
。

　
【
発
見
元
】
和
銅
開
珍
社
（
見
返
し
）
。
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五
四

【
柱
記
】
「
珍
報
　
第
八
号
　
一
（
～
十
三
）
」
「
珍
魚
　
第
九
号
　
一
（
～
十
四
ご

【
構
成
な
ど
】
「
か
な
よ
み
新
聞
」
明
治
十
一
年
二
月
十
五
日
「
仮
名
読
珍
聞
」
欄
「
○
魯
文
珍
報
八
号
九
号
岱
山
画
譜
出
版
の
前
披

露
」
に
、
「
半
丁
は
画
半
丁
は
活
字
を
以
て
賛
詞
を
填
た
る
奇
猫
記
体
の
冬
期
」
と
あ
る
よ
う
に
、
元
々
の
「
魯
文
珍
報
」
の
第
八

　
号
九
号
で
特
集
を
組
ん
で
お
り
、
そ
の
構
成
の
大
半
が
見
開
き
半
丁
に
広
重
挿
絵
、
半
丁
に
文
章
と
い
う
体
裁
を
と
っ
て
い
た
。
単

行
本
と
な
っ
た
『
百
猫
画
譜
』
が
第
八
号
第
九
号
を
そ
の
ま
ま
綴
じ
て
一
冊
に
し
て
い
る
た
め
、
当
然
、
同
様
の
構
成
と
な
る
。
以

　
下
、
そ
の
こ
と
を
構
成
面
で
確
認
し
て
お
く
。

　
　
〈
表
紙
見
返
し
〉
・
題
字
丁
丁
・
「
換
叙
」
一
丁
半
・
挿
絵
半
張
・
本
文
　
丁
半
・
挿
絵
半
年
・
本
文
半
人
・
挿
絵
半
丁
・
本
文
半

　
　
丁
・
挿
絵
丁
丁
・
本
文
千
丁
・
挿
絵
丁
丁
・
本
文
丁
丁
・
挿
絵
丁
丁
・
本
文
丁
丁
・
挿
絵
千
丁
・
本
文
丁
丁
・
挿
絵
千
丁
・
本
文

　
　
千
丁
・
挿
絵
半
半
・
本
文
半
者
・
挿
絵
半
丁
・
本
文
半
丁
【
以
上
、
「
魯
文
珍
報
」
第
八
号
分
】
・
題
字
半
丁
・
換
題
字
一
丁
・
挿

　
　
絵
一
丁
・
本
文
一
丁
半
・
挿
絵
半
丁
・
本
文
半
丁
・
挿
絵
半
丁
・
本
文
半
丁
・
挿
絵
半
丁
・
本
文
一
丁
・
挿
絵
丁
丁
・
本
文
半
丁

　
　
・
挿
絵
同
工
・
本
文
半
丁
・
挿
絵
半
丁
・
本
文
半
丁
・
挿
絵
半
丁
・
本
文
一
丁
半
・
挿
絵
園
丁
・
本
文
　
丁
・
〈
後
ろ
表
紙
見
返

　
　
し
部
に
本
文
お
よ
び
刊
記
あ
り
〉
【
以
上
、
「
魯
文
珍
報
」
第
九
号
分
】

　
　
但
し
本
書
は
、
単
に
八
号
九
号
を
合
綴
し
た
と
い
う
ば
か
り
で
は
な
い
。
両
号
の
オ
モ
テ
表
紙
が
省
か
れ
て
い
る
の
は
勿
論
の
こ

と
、
第
八
号
末
尾
に
存
し
た
共
紙
後
ろ
表
紙
に
は
「
0
正
誤
　
第
七
号
梅
見
の
記
の
歌
（
ゆ
き
．
、
つ
り
）
は
ゆ
き
ず
り
の
門
違
ひ
／
稟

告
　
○
当
社
草
薮
愛
顧
の
余
り
頃
日
山
猫
連
諸
君
よ
り
井
蛙
管
見
愚
智
と
題
し
第
二
号
以
下
毎
編
批
評
の
投
書
を
給
ふ
傍
て
間
々
本

紙
の
巻
末
に
掲
載
せ
ん
こ
と
を
要
す
　
開
二
面
／
第
九
編
百
猫
画
譜
後
編
続
出
」
と
い
っ
た
正
誤
記
載
が
摺
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
後

　
ろ
表
紙
部
分
は
単
行
本
と
な
る
段
階
で
外
さ
れ
て
い
る
。
第
九
号
の
後
ろ
表
紙
相
当
分
に
つ
い
て
は
、
単
行
本
後
ろ
表
紙
見
返
し
に

貼
付
さ
れ
る
。
結
果
、
第
九
号
の
後
ろ
表
紙
に
印
刷
さ
れ
た
「
0
定
価
一
冊
四
銭
但
当
編
前
後
五
銭
宛
○
拾
冊
前
金
三
十
六
銭
〇
三

拾
冊
一
円
○
踏
外
逓
送
は
別
に
郵
便
税
一
冊
一
銭
の
割
を
以
て
申
受
候
且
郵
便
局
無
暗
地
は
一
冊
に
付
　
銭
宛
増
税
申
受
遺
事
」
と
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い
う
記
載
、
お
よ
び
「
魯
文
珍
妙
」
売
捌
所
に
つ
い
て
は
、
丁
の
ウ
ラ
部
分
に
該
当
し
、
糊
付
さ
れ
る
た
め
、
単
行
本
で
は
そ
の
印

　
刷
面
を
実
見
で
き
な
い
。

【
底
本
】
本
書
に
つ
い
て
管
見
に
及
ん
だ
の
は
二
点
。
そ
の
う
ち
の
禾
国
里
文
庫
蔵
本
を
底
本
と
し
、
先
の
記
載
を
取
り
ま
と
め
た
。

他
に
は
国
会
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
Y
D
M
七
〇
四
一
一
）
。

【
梗
概
・
内
容
】
梗
概
に
代
え
て
ど
う
い
つ
だ
人
物
達
が
文
章
な
ど
を
寄
せ
て
い
る
か
を
簡
単
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。
な
お
（
）

　
〔
〕
等
は
山
本
の
補
記
で
あ
り
、
「
／
」
で
内
容
を
括
っ
て
い
る
。
「
…
」
の
あ
る
も
の
は
表
題
記
載
が
な
い
た
め
本
文
冒
頭
部
を

挙
げ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

　
　
（
題
字
）
百
猫
画
譜
　
桜
痴
居
士
／
「
魯
文
珍
報
第
八
号
累
々
画
譜
前
編
換
叙
」
○
笠
翁
文
集
　
逐
野
虫
／
○
題
百
猫
図
　
柳
北
仙

　
　
史
／
〔
広
重
画
〕
／
○
百
猫
の
賦
百
字
尽
　
開
珍
社
主
　
猫
々
道
人
／
○
芸
者
買
　
総
生
臭
／
〔
無
署
名
挿
絵
〕
／
○
怪
猫
曲
　
愛
山

　
　
高
橋
基
一
／
○
今
の
世
の
姿
を
よ
め
る
　
千
種
庵
秋
吉
／
〔
広
重
画
〕
／
0
愛
猫
の
記
　
野
田
千
秋
／
〔
挿
絵
〕
／
（
文
章
続
き
）
／

　
　
〔
挿
絵
〕
／
○
告
猫
文
　
朝
野
社
　
内
田
四
三
／
〔
挿
絵
〕
／
○
題
花
下
睡
猫
図
　
姻
帆
　
磯
部
節
拝
／
○
源
氏
物
語
若
菜
の
巻
と
は

　
　
う
ら
う
へ
な
が
ら
方
今
の
緑
子
を
よ
め
る
た
は
れ
歌
　
琴
通
経
康
楽
／
狂
句
　
△
⊥
（
風
通
舎
康
楽
）
・
橋
塘
・
竹
彦
／
〔
挿
絵
〕
／

　
　
○
京
山
翁
の
朧
月
魯
文
先
生
の
黄
金
の
花
猫
の
草
紙
を
双
べ
て
逸
れ
ば
…
　
為
永
春
江
翁
／
〔
挿
絵
〕
／
葱
の
誤
字
尽
に
子
子
の
子

　
　
と
青
れ
し
…
　
為
永
柳
江
／
○
昔
し
一
条
の
院
の
御
宇
に
猫
に
命
婦
の
官
を
賜
り
し
事
は
…
　
為
永
喜
蝶
女
／
〔
広
重
画
〕
／
○
猫

　
　
を
戒
む
る
の
辞
　
中
坂
ま
と
き
／
〔
広
重
〕
／
（
文
章
続
き
）
／
（
題
字
・
隷
書
体
）
電
猫
画
譜
／
夢
幻
居
画
学
簡
明
県
勢
紗
録
／
野

　
　
猫
図
賛
詞
（
臨
書
）
／
〔
野
猫
の
図
・
『
夢
幻
居
画
学
簡
明
』
獣
畜
部
掲
載
〕
／
「
魯
文
回
報
第
九
号
百
会
画
譜
後
編
」
○
猫
の
異
名

　
　
○
全
　
和
名
0
全
　
華
語
0
全
　
英
語
○
猫
妓
の
異
名
　
連
々
道
人
魯
鈍
居
士
誌
／
○
造
立
の
玩
弄
物
　
伊
東
専
三
／
〔
挿
絵
〕
／

　
　
（
文
章
続
き
）
／
○
妖
言
を
怪
猫
に
醗
案
伝
奇
話
　
久
保
田
彦
作
／
〔
挿
絵
〕
／
（
文
章
続
き
）
／
〔
広
重
画
〕
／
（
文
章
続
き
）
／
0
珍
な

　
　
る
哉
宝
な
る
哉
…
　
岡
丈
紀
／
○
古
文
真
宝
ヲ
古
事
附
ケ
テ
魯
文
珍
重
二
合
ス
獲
麟
解
ノ
化
物
　
花
笠
雨
燕
／
〔
広
重
画
〕
／
○
仮

五
五
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五
六

　
　
　
名
爵
五
百
六
十
九
号
　
鮒
猫
首
引
の
本
文
　
春
園
梅
桂
／
〔
広
重
画
〕
／
（
文
章
続
き
）
／
〔
広
重
画
〕
／
○
恋
猫
を
よ
め
る
　
露
園
主

　
　
　
人
／
○
俳
句
　
其
角
堂
永
々
／
〔
挿
絵
〕
／
○
猫
の
隊
長
は
女
三
の
宮
と
画
に
も
写
せ
ば
文
に
も
綴
り
…
　
為
永
里
遊
女
／
○
上
州

　
　
　
岩
松
の
殿
様
の
お
写
な
さ
れ
た
猫
の
画
は
…
　
為
永
美
知
女
／
○
新
猫
百
々
逸
　
（
十
四
首
）
／
○
（
狂
詩
）
　
信
心
青
霞
園
楠
石

　
　
　
／
〔
広
重
戯
筆
・
於
呂
歌
狂
歌
収
載
〕
／
○
蜀
山
翁
文
集
（
四
方
の
赤
）
猫
の
賦
／
○
第
八
号
正
誤
／
（
刊
記
）

以
上
の
よ
う
な
体
裁
を
も
つ
『
百
猫
画
譜
』
に
つ
い
て
、
「
魯
文
珍
籍
」
掲
載
か
ら
の
経
緯
を
次
章
で
取
り
纏
め
て
紹
介
し
た
い
。

「
魯
文
珍
報
」
掲
載
顛
末

　
先
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
単
行
本
『
百
猫
画
譜
』
の
刊
行
日
時
に
つ
い
て
、
特
に
後
ろ
表
紙
に
記
載
な
く
、
強
い
て
い
え
ば
「
魯
文
珍

報
」
第
九
号
刊
記
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
す
る
し
か
な
い
の
が
実
情
で
あ
っ
た
。
ま
た
「
魯
文
珍
肴
」
第
八
号
も
発
行
日
の
記
載
な
く
二
丁
ウ

ラ
に
「
明
治
十
一
年
二
月
下
涜
」
と
あ
る
ば
か
り
。
こ
の
「
魯
文
諸
富
」
第
八
号
の
刊
行
時
期
に
つ
い
て
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
が
先
掲

佐
々
木
亨
氏
論
考
（
「
魯
文
寺
僧
」
に
つ
い
て
）
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
特
集
号
に
関
す
る
刊
行
経
緯
に
つ
い
て
の
報
告
が
詳
細
に
な
さ
れ

て
い
る
。
科
研
報
告
書
ゆ
え
、
本
文
資
料
引
用
を
極
力
抑
え
て
お
ら
れ
る
が
、
そ
の
論
を
引
用
し
た
上
で
、
併
せ
て
佐
々
木
氏
の
魚
尾
に

付
き
、
関
連
す
る
資
料
を
も
加
え
て
提
示
し
て
ゆ
く
こ
と
に
し
た
い
。
な
お
【
資
料
○
】
お
よ
び
傍
線
部
は
山
本
に
よ
る
追
加
符
号
で
あ

る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。
〈
〉
は
角
書
に
あ
た
る
。

　
　
八
・
九
特
集
号
の
刊
行
月
日
は
、
「
仮
名
読
」
の
広
告
（
明
1
1
・
2
・
2
2
、
2
3
）
【
資
料
②
】
に
よ
っ
て
特
定
で
き
る
。
「
◆
百
猫
画

　
　
譜
◆
」
と
銘
打
ち
、
以
下
目
録
を
並
べ
て
い
る
。
こ
れ
だ
け
か
ら
は
二
号
同
時
刊
行
の
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
目
録
を
具
に
検
討
す

　
　
る
と
、
八
号
掲
載
分
は
少
し
く
タ
イ
ト
ル
を
異
に
す
る
記
事
も
あ
る
も
の
の
、
全
て
盛
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
九
号
掲
載
分
は
僅
か

　
　
三
編
に
過
ぎ
な
い
。
発
行
日
の
二
十
五
日
「
仮
名
読
」
広
告
に
は
「
〈
魯
文
珍
報
〉
百
子
画
譜
　
前
後
追
加
」
【
資
料
③
】
と
題
さ
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れ
、
早
旦
に
収
め
ら
れ
る
べ
き
記
事
が
並
べ
ら
れ
る
。
当
初
は
二
冊
同
時
刊
行
を
企
画
し
た
も
の
の
、
原
稿
の
集
ま
り
具
合
が
順
調

に
い
か
ず
、
一
冊
の
み
の
刊
行
と
な
っ
た
。
遡
る
二
月
十
五
日
に
は
「
仮
名
読
珍
聞
」
欄
を
用
い
て
「
魯
文
珍
報
八
、
九
号
怪
猫
画

譜
出
版
の
前
披
露
」
と
題
し
て
挿
絵
入
り
で
宣
伝
し
て
い
た
【
資
料
①
】
。
広
重
に
よ
る
猫
の
ス
ケ
ッ
チ
を
入
手
し
た
経
緯
を
説

き
、
特
集
号
の
タ
イ
ト
ル
を
掲
げ
「
業
報
」
八
、
九
号
と
し
て
二
十
日
頃
刊
行
予
定
と
す
る
。
挿
絵
は
前
月
か
ら
編
輯
長
に
就
任
し

た
久
保
田
彦
作
と
、
母
の
看
病
（
明
1
0
・
1
2
・
2
「
仮
名
読
」
雑
報
）

　
　
か
ら
復
帰
し
印
刷
主
任
と
な
っ
た
伊
東
専
三
が
猫
姿
で
端
座
し
て
い
る

　
　
も
の
で
、
本
文
も
「
此
間
お
目
見
の
久
保
田
、
伊
東
、
猫
脚
の
机
の
許

　
　
に
猫
背
に
成
っ
て
踏
躇
ツ
て
幽
す
」
と
結
ば
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ

　
　
て
も
当
初
の
一
括
刊
行
予
定
が
確
認
で
き
る
と
同
時
に
、
特
集
号
に
対

　
　
す
る
意
気
込
み
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
か
な
よ
み
新
聞
」
に
よ
れ
ば
、
明
治
十
一
年
二
月
十
五
日
に
「
仮
名
読

珍
聞
」
欄
に
て
「
○
魯
文
珍
報
八
号
九
号
　
百
猫
画
譜
出
版
の
前
披
露
」
記

事
が
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
佐
々
木
氏
論
中
で
【
資
料
①
】
と
附
記
し

た
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
本
文
を
引
用
す
る
。

　
　
○
魯
文
珍
襲
八
号
九
号
　
百
猫
画
譜
出
版
の
前
披
露

　
　
故
人
一
立
斎
広
重
は
生
前
猫
を
好
み
て
家
に
数
字
を
蓄
ひ
画
猫
の
余
力

　
　
飼
猫
の
種
々
な
る
形
象
を
写
し
て
貯
へ
た
る
を
当
時
の
二
世
広
重
そ
の

　
　
稿
本
を
復
写
し
て
前
に
当
社
に
贈
り
し
を
猫
局
長
之
を
梓
に
寿
ぎ
て

　
　
「
愛
猫
画
譜
」
と
題
し
前
後
二
冊
に
分
ち
彼
魯
文
珍
報
の
八
号
九
号
と

　
こ
ミ
く
ね
ぢ
る
び
あ
コ
つ
る

を
猫
澗
長
之
を
梓

　
ニ
ぎ

　
　
　
ひ
や
ゑ
め
づ

a
書
聖
て
「
百
麟

で
ゆ
さ
　
　
　
た
い
　
と
ム

叢
罐
」
と
題
し
笛

ご
　
　
さ
　
　
わ
り
　
の
の

援
二
冊
a
舜
ち
彼

ろ
ぶ
ん
　
ゐ
ん
ぽ
ラ
　
　
　
　
ぢ
ラ

魯
幽
晦
蔽
の
八
槻

　
ぴ
ラ

　
　
　
　
カ
た

九
穂
と
し
く
旗
る

　
ご
り
　
　
つ
り
ぽ

廿
日
頃
a
登
琵
二

　
　
が
め
ヒ

　
　
　
　
に
つ

ん
と
啓
題
寧
ハ
日

ば
っ
こ
サ
　
　
を
く
む
せ
ム
な
い

載
縦
の
祀
地
先
皇

だ
い
げ
ん
　
　
ひ
る
し
サ
り
う
げ
く

還
盲
n
域
島
柳
北

ゼ
ム
ぜ
い
こ
れ
　
　
　
く
ぬ

先
生
之
a
加
ふ

　
噂
ク
融
，
与
ん
㌧
沖
瀬
《
め
5

ム
つ
ム
も
ひ
ひ
ム
ニ
　
　
さ
の
ぐ
　
　
　
　
ひ
ほ
も
　
　
　
ら
っ
　
　
　
　
ね
く
ぼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
ゆ
じ

の
鍮
力
芝
猶
の
橿
々
回
る
形
象
を
欝
し
て
貯
へ
だ
る
を
醤
塒
の

　
ぜ
ゆ
る
し
げ
　
　
　
　
ヨ

一
世
廣
璽
そ
の
稿

ほ
ん
　
　
キ
も
し
ぐ
り
　
き

本
を
復
讐
し
て
前

に
う
し
ぐ
　
　
の
く

ふ
嘗
鮭
ユ
重
り
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

し

静

炉

●

織
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
　
の
り
し

　
　
　
　
　
　
　
ギ
ゐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
う
や
ご
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
コ
キ
あ
し
ぎ
う

る
a
笠
蒲
江
二
二
猫
の
丈
を
渥
へ
且
誌
厭
曳
章
n
朝
野
魁
の
内

五
七

2月15日かなよみ新聞
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五
八

　
　
し
て
来
る
廿
日
頃
に
発
墨
さ
ん
と
す
題
字
は
日
報
社
の
福
地
先
生
題
言
は
成
島
甘
甘
先
生
之
に
加
ふ
る
に
笠
翁
文
集
黒
猫
の
文
を
添

　
　
へ
且
詩
歌
文
章
は
朝
野
社
の
内
田
高
橋
両
先
生
を
始
め
中
墨
ま
と
き
野
田
塘
雨
走
大
人
の
記
文
総
生
計
南
橋
散
史
両
先
生
の
狂
詩
狂

　
　
文
亭
父
子
の
文
章
其
角
堂
の
発
句
金
春
猫
連
の
百
々
逸
其
他
投
書
家
諸
君
の
狂
歌
狂
句
総
て
半
丁
は
画
半
丁
は
活
字
を
以
て
賛
詞
を

　
　
填
た
る
奇
猫
記
体
の
妙
趣
な
れ
ば
腰
差
キ
ッ
ト
看
て
下
さ
い
と
今
か
ら
強
て
お
約
束
此
方
か
ら
口
を
か
け
て
当
に
し
て
待
っ
て
居
る

　
　
と
は
ニ
ヤ
ン
と
虫
の
宜
い
慾
張
爺
で
は
踏
ま
せ
ん
か
と
此
間
お
目
見
の
久
保
田
伊
東
猫
脚
の
机
の
許
に
猫
背
に
成
っ
て
樽
鋸
ツ
て
白

　
　
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
か
な
よ
み
新
聞
明
治
十
一
年
二
月
十
五
日
）

　
文
中
の
「
当
社
」
を
仮
に
「
魯
文
予
報
」
の
発
行
元
で
あ
る
「
仮
名
読
新
聞
社
中
　
開
珍
社
」
と
し
た
な
ら
、
第
】
号
の
刊
行
さ
れ
た

明
治
十
年
十
一
月
以
降
に
、
「
当
時
の
二
世
広
重
」
か
ら
先
代
広
重
の
描
く
猫
の
絵
の
模
写
を
、
「
猫
局
長
」
こ
と
仮
名
垣
魯
文
に
贈
ら
れ

た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
の
ち
に
触
れ
る
「
か
な
よ
み
新
聞
」
明
治
十
一
年
二
月
二
二
日
広
告
に
も
「
故
人
立
斎
広
重
翁

原
稿
　
二
世
安
藤
広
重
復
写
」
と
の
記
載
が
あ
る
が
、
実
際
に
は
、
「
故
人
立
斎
広
重
翁
」
と
は
二
世
広
重
で
あ
り
、
そ
れ
を
三
世
広
重

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

が
複
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
並
々
道
人
と
名
乗
り
、
「
魯
」
の
文
字
を
猫
顔
に
見
立
て
た
ほ
ど
に
猫
好
き
で
あ
っ
た
仮
名
垣
魯
文
で
あ
る

が
、
明
治
二
年
に
亡
く
な
っ
た
二
世
広
重
の
青
本
『
諸
職
画
通
』
（
文
久
三
年
）
に
も
序
文
を
記
し
て
お
り
、
そ
の
交
流
の
程
が
知
れ
る
。

そ
の
二
世
広
重
の
残
し
た
画
猫
の
稿
本
に
、
多
く
の
人
の
猫
に
関
わ
る
文
章
を
添
え
て
特
集
を
編
も
う
と
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
従

っ
て
未
書
名
の
挿
絵
も
総
て
広
重
の
絵
の
写
し
と
し
て
宜
い
だ
ろ
う
。

　
こ
の
特
集
（
第
八
号
九
号
）
に
つ
い
て
は
、
二
月
十
五
日
付
「
仮
名
読
珍
聞
」
欄
に
「
廿
日
頃
に
発
見
さ
ん
と
す
」
と
あ
っ
た
わ
け
だ

が
、
明
治
十
一
年
二
月
十
八
日
発
行
「
魯
文
珍
報
」
第
七
号
末
尾
に
「
魯
文
珍
下
灘
八
九
号
／
有
名
諸
善
生
方
賛
詞
詩
歌
文
章
／
百
猫
画

譜
　
前
後
二
冊
　
立
斎
広
重
写
生
本
月
中
発
見
」
と
し
て
広
告
さ
れ
る
。
次
い
で
「
か
な
よ
み
新
聞
」
明
治
十
一
年
二
月
二
二
日
付
で
、

「〈

D
文
珍
三
八
編
寺
池
〉
百
区
画
譜
二
冊
」
の
広
告
が
載
り
、
そ
の
中
に
「
本
月
廿
五
日
発
党
」
と
予
告
さ
れ
た
。
先
輩
佐
々
木
氏
文
章

に
示
し
た
【
資
料
②
】
に
あ
た
り
、
こ
れ
に
よ
り
「
魯
文
珍
報
」
第
八
号
の
刊
行
時
期
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
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〈
魯
文
珍
報
八
編
九
編
〉
百
猫
画
譜
　
二
冊
　
定
価
一
冊
五
銭
宛
　
本
月
廿
五
日
発
見

　
　
故
人
立
斎
広
重
翁
原
稿
　
二
世
安
藤
広
重
復
写
　
清
朝
画
大
童
○
題
字
　
福
地
情
痴
先
生
○
換
序
　
大
悟
李
笠
翁
逐
猫
文
0
題
百
猫

　
　
図
　
成
嶋
柳
北
先
生
○
山
猫
百
字
尽
　
猫
々
道
人
○
猫
妓
買
狂
詩
　
総
生
寛
先
生
O
告
悔
文
　
内
田
合
成
先
生
○
怪
猫
曲
　
高
橋
基

　
　
一
先
生
○
題
食
下
百
出
図
詩
　
磯
部
節
先
生
○
愛
猫
の
記
　
野
田
千
秋
大
人
○
猫
を
戒
む
る
の
辞
　
中
日
ま
と
き
先
生
○
種
々
の
猫

　
　
文
　
為
永
春
江
翁
　
△
⊥
喜
蝶
女
全
里
遊
女
全
美
智
女
○
転
猫
狂
詩
　
為
永
柳
江
○
立
塩
の
狂
詩
　
琴
吉
舎
大
人
○
総
猫
首
引
本
文

　
　
春
事
宜
桂
大
人
○
紅
海
半
纏
狂
歌
　
千
種
庵
大
人
○
猫
の
発
句
　
其
角
堂
永
機
宗
匠
○
△
⊥
狂
句
　
美
童
竹
彦
○
粟
窪
百
々
逸
　
新
橋

　
　
猫
連
　
　
　
仮
名
読
新
聞
社
中
　
開
珍
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
か
な
よ
み
新
聞
明
治
十
一
年
二
月
二
二
日
広
告
）

　
但
し
、
三
日
後
の
二
月
二
五
日
に
は
愛
息
仮
名
垣
熊
太
郎
に
よ
る
広
告
文
で
「
〈
魯
文
珍
報
〉
百
猫
画
譜
　
前
後
追
加
」
と
さ
れ
る
。

こ
の
追
加
広
告
は
三
月
四
日
目
も
掲
載
。
そ
の
四
日
後
、
三
月
八
日
付
広
告
で
は
、
第
九
号
と
し
て
「
百
猫
画
譜
」
後
篇
広
告
が
掲
載
さ

れ
、
「
今
日
よ
り
売
出
し
候
」
と
記
さ
れ
る
。
従
っ
て
九
号
発
行
は
三
月
八
日
と
特
定
で
き
る
。
以
下
、
参
考
ま
で
に
広
告
文
を
引
用
し

て
お
く
。

　
　
〈
魯
文
珍
報
〉
百
猫
画
譜
　
前
後
追
加

　
　
○
猫
の
異
名
　
畑
鼠
の
異
名
井
に
俗
唱
　
猫
々
道
人
○
擬
古
文
　
獲
麟
解
　
莫
廉
怪
　
花
笠
雨
燕
○
狐
を
猫
に
換
る
伝
奇
話
　
久
保

　
　
田
彦
作
○
猫
の
玩
弄
物
　
伊
東
専
三
〇
恋
猫
の
歌
　
露
園
主
人
○
面
々
三
論
　
岡
丈
紀
○
践
　
蜀
山
翁
猫
の
賦

　
　
本
編
猫
画
直
面
概
略
を
尽
せ
る
折
魁
新
聞
の
主
幹
芳
川
先
生
音
曲
書
中
な
る
西
洋
猫
の
茶
会
話
一
画
を
授
与
せ
ら
る
実
に
奇
々
猫
画

　
　
珍
報
の
名
に
背
か
ず
故
に
縮
写
し
て
第
拾
号
に
挿
入
せ
ん
と
す
　
　
　
開
珍
社
　
仮
名
垣
熊
太
郎
伏
稟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
か
な
よ
み
新
聞
明
治
十
一
年
二
月
二
五
日
広
告
…
【
資
料
③
】
）

　
　
〈
魯
文
珍
報
第
九
号
〉
百
猫
画
譜
　
後
編
　
定
価
五
銭

五
九
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今
日
よ
り
売
出
し
候
間
前
編
に
引
続
き
御
求
可
被
下
候
也

　
　
仮
名
読
新
聞
社
中
　
開
珍
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
か
な
よ
み
新
聞
明
治
十
一
年
三
月
八
日
広
告
【
資
料
④
】
）

　
以
上
に
よ
っ
て
、
第
八
号
は
二
月
二
五
日
、
第
九
号
は
三
月
八
日
の
刊
行
と
想
定
で
き
る
。
こ
の
「
魯
文
珍
報
」
第
八
号
第
九
号
の
特

集
は
、
先
掲
佐
々
木
氏
論
考
で
「
当
初
は
二
冊
同
時
刊
行
を
企
画
し
た
も
の
」
と
さ
れ
た
。
内
題
下
に
巻
数
・
刊
行
年
月
を
記
す
の
が
常

で
あ
っ
た
「
魯
文
珍
報
」
に
あ
っ
て
（
佐
々
木
氏
御
指
摘
）
、
第
八
号
に
の
み
刊
行
年
月
記
載
の
な
い
こ
と
も
、
あ
る
い
は
同
時
刊
行
を

目
指
し
た
こ
と
を
裏
付
け
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
佐
々
木
氏
は
第
八
号
の
み
の
刊
行
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
「
原
稿
の
集
ま
り
具
合
が

順
調
に
い
か
ず
、
一
冊
の
み
の
刊
行
と
な
っ
た
」
と
す
る
が
、
二
月
二
五
日
付
広
告
に
「
前
後
追
加
」
と
あ
る
よ
う
に
、
当
初
二
分
冊
の

内
容
を
掲
載
し
た
二
月
二
二
日
半
広
告
以
降
の
、
実
際
に
編
輯
す
る
段
階
に
お
い
て
「
魯
文
珍
報
」
二
分
冊
分
に
は
ま
だ
紙
数
が
埋
ま
ら

ず
、
急
遽
仮
名
垣
一
派
に
原
稿
を
依
頼
し
た
り
、
遅
着
し
た
原
稿
も
あ
っ
た
故
、
一
冊
あ
た
り
の
丁
数
の
都
合
に
よ
り
、
当
初
想
定
し
た

配
列
と
は
異
な
り
、
再
編
成
し
て
前
後
に
分
か
っ
た
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
「
魁
新
聞
の
主
幹
芳
川
先
生
其
蔵
書
中
な

る
西
洋
猫
の
茶
会
話
一
鉄
を
授
与
せ
ら
る
実
に
奇
々
猫
画
虚
報
の
名
に
背
か
ず
故
に
縮
写
し
て
第
拾
号
に
挿
入
せ
ん
と
す
」
（
二
月
二
五

日
広
告
）
と
第
十
号
に
ま
で
関
連
す
る
文
章
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
最
終
的
に
は
こ
と
の
外
、
多
く
の
有
志
が
文
章
を
寄
せ
て

く
れ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　
魯
文
珍
報
第
十
号
　
三
月
十
八
日
発
見

　
　
○
猫
の
仮
面
を
魯
文
子
に
贈
る
文
　
雨
燕
外
史
○
億
載
三
字
の
弁
　
転
補
道
人
○
傲
徒
然
草
戯
文
　
華
睡
庵
塘
両
○
和
歌
　
槍
々
室

　
　
辮
玉
○
土
耳
其
通
史
会
計
の
続
き
○
尻
の
説
　
中
里
ま
と
き
○
春
窓
女
学
校
第
断
編
一
回
　
為
永
春
江
○
井
蛙
管
見
肉
置
　
山
猫
連

　
　
仮
名
読
社
中
　
開
珍
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
か
な
よ
み
新
聞
明
治
十
一
年
三
月
十
六
日
広
告
）
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こ
う
し
た
成
立
事
情
を
も
っ
た
特
集
「
繭
玉
画
譜
」
だ
が
、
そ
の
紙
面
を
流
用
し
、
第
十
号
掲
載
記
事
を
含
む
こ
と
な
く
、

八
号
第
九
号
を
合
わ
せ
綴
じ
た
か
の
よ
う
な
単
行
本
『
百
猫
画
譜
』
一
冊
と
し
て
発
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
ま
ま
言

開
珍
社
か
ら
和
銅
開
珍
社
へ
一
な
ら
び
に
「
珍
猫
百
覧
会
」
の
こ
と
ど
も

山本和明

　
再
び
云
う
、
そ
も
そ
も
単
行
本
と
し
て
の
『
百
猫
画
譜
』
は
、
い
つ
、
な
ぜ
刊
行
さ
れ
た
の
か
、
と
。
少
な
く
と
も
明
治
十
一
年
三
月

八
日
以
降
な
の
は
髄
か
だ
が
、
今
少
し
時
期
を
絞
り
込
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
の
時
期
を
考
え
る
指
標
と
し
て
、
こ

こ
で
は
発
党
元
の
記
載
名
称
に
少
し
拘
っ
て
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
単
行
本
『
百
猫
画
譜
』
で
は
そ
の
発
行
元
に
つ
い
て
、
表
表
紙
見
返
し
に
「
和
銅
開
珍
社
員
党
」
と
あ
っ
た
。
し
か
し
単
行
本
巻
末
表

記
、
実
際
に
は
「
魯
文
珍
報
」
第
九
号
刊
記
に
該
当
す
る
そ
れ
で
は
「
本
局
　
東
京
新
橋
出
雲
町
仮
名
読
響
聞
社
中
　
開
珍
社
」
「
社
主

　
仮
名
垣
魯
文
／
編
輯
人
　
同
　
熊
太
郎
／
印
刷
長
　
野
田
千
秋
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
魯
文
珍
報
」
第
九
号
段
階
で
は
「
開
題
社
」

と
し
か
表
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
「
魯
文
珍
報
」
表
紙
に
は
、
常
々
「
和
同
開
弥
」
の
朱
印
が
捺
さ
れ
る
た
め
、
見
落
と
さ
れ
が

ち
で
は
あ
る
が
、
当
初
の
版
元
名
は
あ
く
ま
で
「
垂
直
社
」
と
称
し
て
い
た
。
ち
な
み
に
「
魯
文
珍
報
」
第
八
号
で
は
「
本
局
　
開
珍
社

／
同
局
　
毎
日
新
聞
社
」
、
住
所
記
載
も
「
東
京
新
橋
出
雲
町
仮
名
読
新
聞
社
中
／
横
浜
本
町
⊥
ハ
丁
目
七
十
六
番
地
」
と
記
載
。
そ
れ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

第
九
号
か
ら
は
「
東
京
新
橋
出
雲
町
仮
名
読
新
聞
社
中
／
本
局
　
開
珍
社
」
と
な
っ
て
い
る
。

　
で
は
「
和
山
開
珍
社
」
と
名
乗
り
だ
し
た
の
は
い
つ
頃
か
ら
な
の
だ
ろ
う
か
。
管
見
に
及
ぶ
限
り
で
は
あ
る
が
、
明
治
十
一
年
七
月
三

十
日
刊
行
「
魯
文
珍
報
」
第
二
一
号
以
降
で
、
は
じ
め
て
「
本
局
　
和
同
開
珍
社
」
と
表
記
変
更
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
以

降
、
そ
れ
を
踏
襲
し
て
い
く
。

　
開
珍
社
か
ら
和
蓋
開
珍
重
へ
　
　
そ
の
名
称
変
更
の
背
景
を
付
度
す
る
に
難
く
な
い
。
「
魯
文
珍
報
」
第
二
十
号
（
明
治
十
一
年
七
月
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六
二

十
六
日
）
ま
で
は
、
編
輯
人
に
仮
名
垣
熊
太
郎
が
名
を
連
ね
て
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
「
か
な
よ
み
新
聞
」
明
治

十
一
年
七
月
二
八
日
広
告
に
て
「
具
息
熊
太
郎
儀
、
今
般
事
故
有
之
、
魯
文
珍
報
著
名
相
場
退
社
申
附
、
横
浜
本
籍
へ
帰
港
早
早
二
丁
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

此
段
広
告
候
也
。
七
月
廿
七
日
　
開
珍
社
主
仮
名
垣
魯
文
」
と
愛
息
熊
太
郎
の
退
社
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
丁
度
そ
れ
に
折
り

重
な
る
よ
う
に
、
七
月
二
八
日
段
階
で
「
開
珍
社
」
、
三
十
日
発
行
の
「
魯
文
珍
報
」
で
「
和
同
着
珍
社
」
と
社
名
変
更
さ
れ
た
背
景
に

は
、
熊
太
郎
退
社
が
一
つ
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
「
魯
文
珍
報
」
は
魯
文
の
子
息
熊
太
郎
を

第
一
線
に
売
り
出
そ
う
と
す
る
魯
文
の
思
い
の
こ
も
っ
た
雑
誌
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
既
に
興
津
要
『
転
換
期
の
文
学
』
に
指
摘
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
「
か
な
よ
み
新
聞
」
に
投
稿
あ
る
文
章
の
な
か
で
「
其
事
曲
説
毎
日
懸
流
し
の
小
新
聞
に
は
掲
げ
て
惜
し
む
巻
き

の
金
玉
数
通
」
が
あ
り
、
掲
載
す
る
新
聞
の
余
白
も
乏
し
く
、
屑
籠
に
投
棄
す
る
に
忍
び
ず
手
函
に
残
し
、
寸
暇
に
読
む
な
ど
し
て
「
魯

文
が
家
の
誤
報
」
と
し
て
秘
め
置
い
て
い
た
こ
と
に
、
「
家
児
」
す
な
わ
ち
熊
太
郎
が
諌
め
、
「
彼
珍
説
を
雑
誌
に
綴
り
、
我
輩
売
ら
ん
哉

一
。
親
の
物
は
子
の
物
な
り
。
そ
の
価
十
五
城
に
換
る
に
難
き
」
と
指
摘
さ
れ
た
こ
と
が
刊
行
に
繋
が
っ
た
と
す
る
創
刊
の
経
緯
を
、

魯
文
も
「
魯
文
珍
報
」
第
一
号
「
小
引
親
子
問
答
」
に
お
い
て
語
っ
て
い
る
。
そ
の
上
で
編
輯
長
と
し
て
熊
太
郎
を
据
え
て
い
た
の
で
あ

っ
た
。

　
想
像
の
域
を
出
ぬ
以
上
、
そ
の
事
由
に
踏
み
込
む
こ
と
は
し
な
い
。
だ
が
、
少
な
く
と
も
気
持
ち
を
切
り
替
え
る
か
の
よ
う
に
「
和
同

学
珍
社
」
へ
の
社
名
変
更
し
た
時
期
を
こ
の
段
階
と
特
定
で
き
た
な
ら
ば
、
『
百
猫
画
譜
』
と
い
う
書
冊
は
、
明
治
十
一
年
七
月
三
十
日

以
後
の
刊
行
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、
八
月
二
九
日
付
「
か
な
よ
み
新
聞
」
で
は
「
当
社
雑
誌
局
和
銅
銘
説
社
に
て
…
」
と
表
現

さ
れ
、
「
か
な
よ
み
新
聞
」
の
「
雑
誌
局
」
と
い
う
位
置
づ
け
が
和
同
開
珍
社
に
な
さ
れ
て
い
く
。
で
は
逆
に
、
本
書
刊
行
の
下
限
と
し

て
は
い
つ
ご
ろ
ま
で
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。

　
「
魯
文
珍
報
」
は
、
第
三
三
号
を
十
二
月
十
三
日
に
刊
行
し
て
以
降
、
実
質
的
な
廃
刊
へ
と
舵
を
切
っ
た
。
第
三
四
号
が
翌
年
二
月
十

日
に
刊
行
さ
れ
、
こ
こ
で
廃
刊
と
な
る
。
し
か
し
、
冒
頭
に
も
述
べ
た
「
魯
文
珍
報
」
の
再
刊
・
再
々
刊
行
は
、
佐
々
木
氏
の
調
査
を
受
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山本和明

け
、
明
治
十
二
年
五
月
三
十
日
付
「
か
な
よ
み
新
聞
」
で
も
魯
文
珍
報
第
六
号
の
再
版
広
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
恐
ら
く
は
摺
り
溜
め

ら
れ
た
紙
面
を
用
い
て
廃
刊
後
も
再
刊
・
再
々
刊
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
明
治
十
二
年
十
一
月
に
は
、
魯
文
は
仮
名
読
新
聞
社
を
退
社
し
、
京
紅
社
へ
と
う
つ
り
「
い
ろ
は
新
聞
」
を
創
刊
す
る
。
再
び
熊
太
郎

を
世
に
出
そ
う
と
試
み
た
の
で
あ
る
。
こ
の
「
い
ろ
は
新
聞
」
紙
上
に
て
、
魯
文
と
和
同
面
々
社
に
触
れ
る
｝
文
が
あ
る
。

　
　
○
仮
名
垣
魯
文
は
か
な
よ
み
新
聞
創
業
以
来
千
百
余
毒
ま
で
彼
社
の
長
と
し
て
在
任
の
所
ろ
客
歳
十
一
月
以
来
当
社
に
転
じ
本
年
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
ま
で

　
　
月
四
日
よ
り
当
社
長
の
任
に
座
し
今
回
京
橋
区
よ
り
戸
籍
を
当
区
に
移
し
随
ツ
て
本
社
の
戸
主
と
成
し
を
以
て
後
来
か
な
よ
み
新
聞

　
　
垂
尾
に
残
せ
し
「
和
同
開
珍
社
主
」
云
々
の
記
名
は
本
日
よ
り
除
か
せ
以
来
彼
社
に
一
切
関
係
を
余
さ
ず
依
て
江
湖
に
此
事
を
報
道

　
　
す

「
い
ろ
は
新
聞
」
明
治
十
三
年
三
月
二
日
の
記
事
で
あ
る
。
こ
の
段
階
で
コ
切
関
係
を
余
さ
」
ぬ
以
上
、
関
係
の
途
絶
え
た
社
か
ら
、

わ
ざ
わ
ざ
見
返
し
に
「
仮
名
垣
魯
文
編
輯
／
立
斎
広
重
画
／
百
猫
画
譜
／
和
同
語
珍
社
発
語
」
と
題
し
て
刊
行
す
る
こ
と
は
考
え
づ
ら

い
。
刊
行
の
下
限
と
し
て
、
遅
く
と
も
明
治
十
三
年
三
月
二
日
以
降
、
実
際
に
は
退
社
す
る
明
治
十
二
年
十
一
月
以
降
に
な
る
こ
と
は
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

ず
あ
り
得
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
い
ま
明
治
十
一
年
七
月
三
十
日
か
ら
明
治
十
三
年
三
月
（
実
際
は
十
二
年
十
一
月
）
迄
の
間
に
、
『
百
猫
画
譜
』
の
刊
行
時
期
を
絞
り

込
む
こ
と
が
出
来
た
。
更
に
云
え
ば
廃
刊
し
た
明
治
十
二
年
二
月
以
降
に
、
あ
え
て
「
魯
文
珍
報
」
の
紙
面
を
利
用
し
、
表
題
に
「
魯
文

珍
報
」
を
掲
げ
ぬ
書
冊
を
で
っ
ち
上
げ
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
か
な
り
限
ら
れ
た
期
間
の
な
か
で
製
作
さ
れ
た
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
い
ま
少
し
踏
み
込
ん
で
憶
測
に
憶
測
を
重
ね
て
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
　
　
　
　
　
　
　
　
※

　
康
煕
綴
、
唐
茶
色
唐
草
模
様
身
空
捺
表
紙
で
丁
寧
に
造
ら
れ
た
『
百
猫
画
譜
』
一
冊
を
眺
め
る
と
き
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
書
冊
が
編
ま

れ
た
の
か
。
そ
の
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
に
足
る
イ
ベ
ン
ト
が
、
こ
の
時
期
両
国
中
村
楼
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
「
珍
猫
百
覧
会
」
で
あ

六
三
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六
四

る
。
少
し
そ
の
あ
ら
ま
し
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

　
「
和
同
輩
馬
丁
」
と
名
乗
る
直
前
、
明
治
十
一
年
七
月
二
一
日
、
二
二
日
の
両
日
に
渉
り
開
催
さ
れ
た
そ
の
会
で
は
、
「
金
銀
銅
鉄
石
木

竹
工
音
量
紙
工
古
書
画
幅
油
絵
写
真
銅
版
石
版
都
て
猫
に
附
属
す
る
物
品
古
鈴
袖
貝
等
」
（
「
か
な
よ
み
新
聞
」
明
治
十
一
年
七
月
十
一
日

広
告
）
、
「
江
湖
愛
顧
の
諸
君
過
日
よ
り
陸
続
た
る
六
百
余
響
」
（
同
二
二
日
記
事
「
子
猫
紅
蓮
会
井
上
塚
供
養
春
肥
本
日
の
景
況
」
）
の
猫

に
関
わ
る
品
や
書
画
を
展
覧
し
、
「
本
日
来
臨
来
客
縦
覧
の
人
々
帳
簿
に
止
む
る
と
其
姓
名
を
知
ら
ざ
る
某
々
と
併
せ
て
二
千
八
百
余
人
」

（
同
）
と
い
う
盛
況
ぶ
り
で
あ
っ
た
。
野
崎
左
文
『
か
な
反
古
』
に
は
「
珍
怪
事
覧
会
」
開
催
の
経
緯
が
記
さ
れ
る
。
一
部
抜
下
し
て
お

こ
う
。

　
　
魯
文
翁
仮
名
読
新
聞
編
輯
の
傍
ら
別
に
「
魯
文
珍
報
」
と
題
す
る
雑
誌
を
編
み
て
毎
月
一
回
発
行
す
又
同
年
七
月
中
村
楼
に
予
て
珍

　
　
猫
尊
覧
会
な
る
も
の
を
催
せ
り
是
は
翁
が
猫
（
山
本
注
－
芸
妓
の
仮
称
）
を
筆
諌
す
る
こ
と
屡
々
な
れ
ば
其
罪
滅
し
の
為
め
猫
塚
な

　
　
る
も
の
を
浅
草
奥
山
に
建
設
せ
ん
と
の
企
て
あ
り
既
に
碑
文
〈
成
嶋
柳
北
翁
面
〉
さ
へ
出
来
せ
し
か
ば
其
費
用
を
募
ら
ん
為
め
自
家

　
　
秘
蔵
の
猫
に
縁
あ
る
古
器
物
古
書
画
を
陳
列
し
知
己
友
人
に
も
亦
夫
々
出
品
を
請
ひ
来
会
者
を
し
て
之
を
縦
覧
せ
し
め
会
費
の
剰
余

　
　
を
以
て
建
碑
の
費
に
充
て
ん
と
す
る
の
企
て
な
り
し
な
り
去
れ
ば
其
目
的
は
通
常
の
書
画
会
に
異
な
ら
ざ
れ
ど
も
趣
向
の
意
表
に
出

　
　
で
た
る
と
魯
文
翁
の
交
際
広
き
と
の
富
め
来
会
者
二
千
余
人
の
多
き
に
及
び
さ
し
も
の
中
村
楼
も
立
錐
の
地
な
か
り
し
程
の
盛
況
な

　
　
り
義
ご

「
来
会
者
実
に
二
千
人
、
収
納
金
二
千
四
五
百
円
に
及
び
、
翁
は
之
か
ら
通
し
得
た
金
で
新
富
町
の
新
琴
座
の
南
手
に
仏
骨
庵
と
い
ふ
草

庵
を
新
築
し
た
事
も
あ
っ
た
」
（
野
崎
左
文
「
明
治
初
期
の
新
聞
小
説
」
）
と
い
う
の
だ
か
ら
、
こ
の
書
画
会
と
し
て
の
盛
況
ぶ
り
は
想
像

す
る
に
難
く
な
い
。
中
村
楼
で
は
、
「
猫
塚
の
碑
銘
は
仮
に
表
装
し
て
同
広
間
の
床
に
掲
げ
」
と
、
久
保
田
彦
作
「
珍
猫
百
弊
会
の
記
」

（「

ｩ
な
反
古
」
所
載
）
に
記
さ
れ
る
。
成
島
柳
北
面
す
る
と
こ
ろ
の
猫
塚
は
、
そ
の
の
ち
石
に
彫
ら
れ
「
浅
草
公
園
地
花
邸
」
に
、
珍
三

百
覧
会
の
盛
況
を
記
念
し
て
の
「
野
々
道
人
紀
念
碑
」
が
「
谷
中
天
王
寺
境
内
」
へ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
落
成
し
た
の
は
明
治
十
四
年
四
月
の
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こ
と
で
あ
っ
た
（
「
い
ろ
は
新
聞
」
同
年
四
月
十
九
日
広
告
）
。
現
在
、
適
合
と
も
に
魯
文
の
菩
提
寺
で
あ
る
谷
中
永
久
寺
境
内
に
安
置
さ

れ
て
い
る
。
か
つ
て
山
東
京
伝
の
机
塚
起
立
の
書
画
会
を
企
画
し
、
失
敗
に
終
わ
っ
た
魯
文
で
あ
っ
た
が
、
今
回
は
「
猫
」
（
芸
者
）
を

巻
き
込
み
大
盛
況
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　
斯
く
も
盛
況
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
本
書
『
百
猫
画
譜
』
一
冊
も
、
そ
れ
に
当
て
込
ん
で
、
あ
る
い
は
そ
の
盛
況
を
受

け
、
「
魯
文
珍
報
」
再
版
と
は
全
く
別
の
一
冊
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
は
な
い
か
。
も
ち
ろ
ん
先
に
示
し
た
よ
う

に
、
「
黒
猫
百
覧
会
」
と
の
直
接
的
な
繋
が
り
を
、
本
来
は
『
百
里
画
譜
』
に
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
利
に
聡
い
魯
文
が
、

自
身
主
催
の
「
珍
亭
亭
覧
会
」
の
盛
況
を
受
け
て
こ
う
し
た
書
冊
を
作
る
こ
と
を
想
定
し
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
あ
く
ま
で
も
想
像

の
域
を
出
な
い
こ
と
だ
が
、
何
よ
り
も
こ
の
特
集
は
猫
尽
く
し
と
し
て
「
珍
猫
廻
覧
会
」
の
企
画
に
合
致
す
る
。
本
書
の
刊
行
に
つ
い
て

「
和
同
開
珍
社
」
と
い
う
社
名
変
更
を
手
が
か
り
に
し
、
明
治
十
一
年
七
月
末
日
以
降
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
こ
と
で
、
一
層
目
の
思

い
を
強
く
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
可
能
性
を
呈
示
し
て
、
ひ
と
ま
ず
稿
を
終
え
た
い
と
思
う
。

注（
1
）

（
2
）

も
ち
ろ
ん
、
雑
誌
体
裁
で
刊
行
さ
れ
た
上
で
、
分
載
さ
れ
た
作
品
を
後
で
取
り
纏
め
一
冊
に
す
る
と
い
う
例
が
無
い
わ
け
で
は
な
い

（「

?
�
z
記
」
な
ど
）
。

飯
島
虚
心
著
『
浮
世
絵
師
便
覧
』
（
明
治
二
六
年
刊
）
に
三
世
広
重
の
こ
と
を
「
広
重
　
一
望
斎
と
号
す
、
一
世
広
重
門
人
、
俗
称
徳
兵

衛
、
既
に
二
世
広
重
あ
り
、
然
る
に
、
自
ら
二
世
と
称
す
、
何
の
故
を
知
ら
ず
」
と
あ
る
。
二
世
広
重
は
明
治
二
年
没
（
四
四
歳
）
。
『
浮

世
絵
師
便
覧
』
に
も
＝
世
広
重
門
人
、
後
養
子
と
な
り
、
師
名
を
継
ぎ
、
二
世
広
重
と
称
せ
し
が
、
故
あ
り
、
家
を
出
づ
、
横
浜
に
て

二
代
目
広
近
と
号
せ
し
は
此
人
な
り
」
と
あ
る
。
飯
島
虚
心
『
浮
世
絵
師
歌
川
列
伝
』
「
歌
川
広
重
伝
」
に
は
少
し
詳
細
な
記
述
が
あ

る
。
以
下
、
引
用
し
て
お
く
。
「
広
重
の
先
妻
の
名
吟
な
ら
ず
。
早
く
死
す
。
後
妻
其
の
名
ま
た
詳
な
ら
ず
。
一
女
を
設
く
。
広
重
の
没

す
る
や
、
門
人
重
宣
を
こ
の
女
に
あ
わ
せ
て
家
を
継
が
し
む
。
こ
れ
を
二
世
広
重
と
す
。
立
祥
と
い
い
、
書
斎
と
号
す
。
（
略
）
後
に
故

あ
り
家
を
出
で
横
浜
に
赴
き
、
再
び
重
宣
と
号
し
、
絵
画
を
業
と
せ
し
が
、
幾
な
ら
ず
し
て
没
せ
し
と
い
う
。
二
世
の
家
を
出
ず
る
や
、

216

六
五



六
六

魯文『百猫画譜』成立事情に関する小考

（
3
）

（
4
）

同
門
重
政
代
り
て
家
を
継
ぐ
。
こ
れ
を
三
世
広
重
と
す
。
又
よ
く
山
水
を
画
く
。
嘗
て
伊
勢
、
大
和
、
大
阪
、
京
都
を
廻
り
、
ま
た
常

陸
、
下
総
に
遊
び
、
行
々
山
水
を
う
つ
し
、
其
の
志
し
一
世
の
工
に
出
で
ん
を
欲
せ
し
が
、
不
幸
に
し
て
病
に
罹
り
、
明
治
廿
七
年
三
月

廿
八
日
没
す
。
惜
む
べ
し
。
（
略
）
按
ず
る
に
、
三
世
広
重
、
自
二
世
と
称
す
。
何
の
故
を
知
ら
ず
蓋
理
由
あ
り
し
な
ら
ん
。
過
ぐ
る
日

こ
れ
を
聞
か
ん
と
て
、
広
重
の
も
と
に
至
り
し
に
、
既
に
病
に
か
か
り
言
語
不
通
、
き
く
に
よ
し
な
く
、
止
む
を
得
ず
し
て
帰
る
。
遺
憾

な
り
」
。
ち
な
み
に
三
世
広
重
は
天
保
十
三
年
生
ま
れ
で
明
治
二
七
年
三
月
二
八
日
没
（
五
三
歳
）
。

ち
な
み
に
、
明
治
十
一
年
二
月
一
日
に
、
仮
名
読
新
聞
社
が
京
橋
弥
左
衛
門
町
か
ら
出
雲
二
四
番
地
に
社
屋
を
移
転
し
て
い
る
。
そ
の
軌

跡
を
刊
記
か
ら
辿
る
な
ら
ば
、
「
魯
文
珍
報
」
第
五
号
（
十
一
年
一
月
二
十
日
）
発
行
元
所
在
地
は
「
東
京
弥
左
衛
門
町
仮
名
読
新
聞
社

中
／
横
浜
本
町
六
丁
目
七
十
六
番
地
」
、
第
六
号
（
十
一
年
一
月
三
一
日
）
で
は
「
東
京
新
橋
出
雲
町
仮
名
読
新
聞
社
中
／
横
浜
本
町
六

丁
目
七
十
六
番
地
」
へ
と
変
更
さ
れ
る
。
六
号
目
録
の
あ
と
に
「
本
編
第
六
号
は
去
月
三
十
一
日
発
免
の
都
合
に
て
既
に
製
本
職
工
に
托

せ
し
所
本
局
仮
名
読
新
聞
社
出
雲
町
へ
移
転
開
催
の
混
雑
に
発
免
遅
延
し
遂
に
本
月
の
部
に
入
れ
り
看
客
乞
ふ
海
容
あ
ら
ん
こ
と
を
　
開

珍
社
伏
稟
」
と
記
さ
れ
る
。
佐
々
木
氏
論
考
で
は
実
際
は
二
月
八
日
に
発
行
と
推
定
さ
れ
た
。

ち
な
み
に
現
在
谷
中
天
王
寺
墓
地
入
口
に
あ
る
高
橋
お
伝
の
碑
裏
面
に
「
明
治
十
四
第
一
月
三
回
忌
　
和
同
開
珍
社
　
世
話
人
仮
名
垣
魯

文
（
以
下
略
）
」
と
あ
る
。
明
治
十
四
年
に
至
っ
て
な
お
「
和
同
開
心
社
」
の
名
は
残
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（
補
薬
）
本
稿
は
二
〇
〇
九
年
一
月
十
一
日
、
国
文
学
研
究
資
料
館
に
於
い
て
開
催
さ
れ
た
仮
名
垣
魯
文
研
究
会
第
十
回
研
究
大
会
発
表
「
『
成
田

山
御
利
生
記
』
追
補
な
ら
び
に
『
百
猫
画
譜
』
に
関
す
る
覚
書
」
の
一
部
を
抜
冒
し
、
新
た
に
知
り
得
た
こ
と
を
加
え
て
構
成
し
た
も
の
で
あ

る
。
論
と
し
て
ま
だ
不
十
分
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
小
考
と
し
た
所
以
で
あ
る
。
発
表
の
折
に
ご
批
正
を
戴
い
た
諸
氏
に
感
謝
申
し
上
げ

る
。
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